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東京都内のアンダーパス部の冠水注意箇所は１３３箇所
～ゲリラ豪雨等による道路冠水にご注意下さい～

ゲリラ豪雨時には、主要幹線道路や鉄道などと立体交差する道路では、路面の
高さが前後と比べて低くなっている（アンダーパス構造）ことから、急激に雨水が集
まり、道路が冠水するおそれがあります。

道路を利用する皆様が冠水による被害に遭わないよう、東京都内の関係自治体
と協力し、冠水する恐れのある国道・都道・区道等から計１３３箇所をピックアップし
た「アンダーパス部の道路冠水注意箇所マップ」を更新し、ホームページに掲載し
ておりますので、ご活用下さい。

＜道路冠水注意箇所マップＵＲＬ＞
http://www.ktr.mlit.go.jp/toukoku/kisei/pdf/h28kansui.pdf

また、１３３箇所以外でも、雨水の局地的集中により、予期せぬ箇所でも道路が
冠水する恐れがありますので、冠水している道路は避けて、安全な道路への迂回
をお願いします。

道路冠水状況によっては、通行止めを行う場合がありますが、豪雨時は視界が
悪く、誤って冠水箇所に車輌を進入させてしまうと非常に危険なため、安全な場所
へ一時的に待避して頂き、冠水が解消されるまでの間、運転をお控え下さい。

道路管理者においても、冠水による被害を未然に防げるようパトロールの実施や
冠水注意喚起などの対策に取り組んでまいります。万が一、道路に冠水があった
場合は、側溝やマンホールの蓋が外れているなどの危険な状況も予想されますの
で、自動車で移動される方だけでなく、歩行者や自転車・バイクの方も十分ご注意
願います。

発表記者クラブ

竹芝記者クラブ・神奈川建設記者会・都庁記者クラブ
八王子記者クラブ、立川市政記者クラブ、青梅・西多摩記者クラブ

問い合わせ先

国土交通省 東京国道事務所副所長 西尾 文宏(にしお ふみひろ)０３-３５１２-９０９０(代)
管理第二課長 藤坂 幸輔（ふじさか こうすけ)

国土交通省 相武国道事務所副所長 中原 浩慈(なかはら こうじ)０４２-６４３-２００１(代)
管理第二課長 上田 誠 (うえだ まこと)





■ 東京国道、相武国道の冠水・防災対策の取り組み

①冠水情報を提供する電光標示板、警報装置、監視装置の設置
②異常な豪雨時の走行注意を促す注意喚起の標識類設置
③パトロールの強化等

①アンダー手前に冠水情報を提供する電光標示板設置

通常の降雨では支障ありませんが、ゲリラ豪雨等のような短時間での異常な豪雨で
は、雨水が急激に集中するため、雨水を排水するために設置しているポンプなどの排
水処理能力を超えた場合には、一時的に水が溜まる可能性があり、交通に支障を来
す恐れがあります。
このため道路を利用する皆様が安全に通行出来るように、道路管理者では、以下に
示す冠水・防災対策に取り組んでいます。

③溜まった雨水を排水溝へ流す緊急作業

冠水時には電光掲示板で注意喚起を行います

③夜間冠水時におけるパトロールの実施

②豪雨時の走行注意喚起の標識設置

③豪雨に備えて道路排水管清掃の実施






